
文
ぶん

か

ひ

しょう

化

飛

翔

山口県文化連盟会報

平成 25 年版
　「山口県文化芸術白書」の概要
よこがお 〜会員紹介〜

トピックス＆インフォメーション
リレーエッセイ 文化の小径 Vol.13

2013 秋号

B
unka-H

isho



　
県
民
の
自
主

的
・
主
体
的
な
文

化
活
動
の
促
進
及

び
そ
の
活
動
成
果

の
発
表
の
場
を
提

供
し
、
県
民
が
文

化
芸
術
を
楽
し
み

感
動
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
た
。

山
口
県
文
化
芸
術
白
書

山
口
県
で
は
、
文
化
芸
術
の
振
興
の
状
況
や
施
策
に
つ
い
て
、

毎
年
、「
文
化
芸
術
白
書
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
版
白
書
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成
25年版

平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る

文
化
芸
術
振
興
関
連
施
策（
実
績
）

文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る

取
組
状
況
と
基
本
的
な
方
針 

　
「
山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
」
及
び
「
や
ま
ぐ
ち
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
諸
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
山
東
省
と
の
友

好
協
定
三
〇
周

年
、
慶
尚
南
道

と
の
姉
妹
提
携

二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、「
伝
統

芸
能
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
、
本
県

の
文
化
芸
術
を
国

内
外
へ
発
信
し
ま

し
た
。

第
一
部

第
二
部

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
タ

や
ま
ぐ
ち
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン

・
秋
吉
台
文
芸
祭
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
四
日
秋
吉
台

国
際
芸
術
村
）

　

髙
樹
の
ぶ
子
氏
の
講
演
や
秋
吉
台
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
等

・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
音
楽
祭
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月

二
十
五
日
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
）

「TO
 TH

E
 S

K
Y

 

〜
奏
楽
（
そ
ら
）
の
向
こ
う
へ
〜
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
音
楽
祭
を
開
催

・
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
二
十
団
体

・
文
化
祭
参
加
者
総
数　

四
一
、〇
六
五
人

・
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
タ
（
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
二
日

山
口
県
教
育
会
館
）

　

山
口
県
、
山
東
省
、
慶
尚
南
道
の
民
俗
芸
能
団
体
が
「
踊

り
」
を
中
心
と
し
た
民
俗
芸
能
を
披
露
す
る
「
伝
統
芸

能
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

・
山
口
県
参
加
団
体
：
重
源
太
鼓
（
八
坂
小
学
校
）、
俵
山

子
ど
も
歌
舞
伎
（
俵
山
中
学
校
）、
北
中
山
子
ど
も
神

楽

　　多彩な“人財”が輝く
　　夢あふれる文化県をめざして

県
民
の
鑑
賞
、
参
加
及
び
創
造
の
機
会
の
充
実

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

身
近
な
文
化
芸
術
活
動
の
場
の
充
実

子
ど
も
の
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

学
校
教
育
に
お
け
る
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

文
化
芸
術
の
担
い
手
の
育
成
及
び
確
保

地
域
の
特
色
あ
る
文
化
芸
術
の
振
興

文
化
芸
術
で
活
躍
し
、
振
興
に
寄
与
し
た
人
々
の
顕
彰

文
化
芸
術
に
関
す
る
交
流
の
促
進
と
国
内
外
へ
の
発
信

文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供

文
化
施
設
の
充
実

民
間
の
支
援
活
動
の
活
性
化

　

１ 

誰
も
が
文
化
芸
術
を
楽
し
み

　
　

 

感
動
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

２ 

文
化
芸
術
を
担
う

　
　

 

「
人
財
」
の
育
成

　

３ 

特
色
あ
る
文
化
芸
術
活
動
を

　
　

 

活
か
し
た
地
域
づ
く
り

　

４ 

文
化
芸
術
を
支
え
育
む

　
　

 

基
盤
整
備

基本
目標
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平
成
二
十
五
年
度
に
お
け
る

文
化
芸
術
振
興
関
連
施
策（
計
画
）

山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
、
文
化
芸
術
の
あ
ゆ
み
を
掲
載

第
三
部

資
料
編

文
化
施
設
の
利
用
状
況

施策体系 主な事業の概要

誰もが文化芸術を
楽しみ感動できる
環境づくり

○山口県総合芸術文化祭推進事業
・詩と音楽のフェスティバル（11月長門市）
・分野別フェスティバル(８〜12月 19事業）
・県立美術館「山口県美術展覧会・HEART2013」（３月山口市）
・県立萩美術館・浦上記念館「HAGI URAGAMI MUSEUM☆☆
　アートフェスティバル2013」（８月萩市）

文化芸術を担う
「人財」の育成

○美術館子ども芸術文化普及事業
○県立文化施設における子ども向けプログラムの実施

特色ある文化芸術活動
を活かした地域づくり

○やまぐち文学回廊構想の推進
○美術館のまちなか交流の促進

文化芸術を支え育む
基盤整備 

○県立文化施設における企画展等の開催
・県立美術館　　　　　　　 松田正平展等
・県立萩美術館･浦上記念館　黄河と泰山展等
・シンフォニア岩国
　　ドレスデン・フィルハーモニー管弦楽団公演等
・秋吉台国際芸術村
　　秋吉台音楽コンクール、秋吉台の響き等
・ルネッサながと
　　万作・萬斎狂言、松竹大歌舞伎、文楽等
・県立山口博物館
　　発見！産業アドベンチャー等

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

シンフォニア岩国

県立美術館

山口博物館

ルネッサながと

県立萩美術館・浦上記念館

秋吉台国際芸術村

県立文化施設の推移	 （単位：人）

年　　度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

利用者数 562,598 521,716 508,516 491,566 586,306

前年度比・増減 8.0％ △7.3％ △2.5％ △3.3％ 19.3％
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宇
部
文
化
連
盟
は
、
昭
和
三
十
三
年
二
月
に
「
宇

部
市
民
の
文
化
向
上
・
発
展
」
を
目
的
と
し
て
発
足

し
、
今
年
創
立
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
文
芸
、

演
劇
、
邦
楽
、
洋
楽
、
舞
踊
、
美
術
、
書
道
、
写
真
、

工
芸
、
華
道
、
茶
道
、
園
芸
な
ど
の
文
化
団
体
が
、

互
い
に
理
解
、
協
力
支
援
し
あ
う
こ
と
で
文
化
活
動

を
一
層
盛
ん
に
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
に
集
ま

り
、
現
在
、
八
十
九
団
体
、
約
六
五
〇
〇
人
が
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、第
一
に
、昭
和
四
十
四
年
に
始
ま
っ

た
宇
部
市
芸
術
祭
を
宇
部
市
と
共
催
す
る
こ
と
で

す
。
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
五
ヶ
月
に
わ
た
る
芸
術

祭
の
展
示
部
門
、
文
芸
部
門
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
、
総

合
部
門
で
、
会
員
団
体
を
中
心
に
日
頃
の
研
鑽
を
重

ね
た
作
品
発
表
、
公
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
、
芸
術
祭
全
体

を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
当
連
盟
が
発
行
し
て
、

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
第
二
は
、
各
団
体
が
、
独
自
に
行
う
展
示
会
や
公
演
活
動
に
対
し
て

後
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
三
は
、
毎
年
十
二
月
に
行
う
「
文
化
功
労
者
」
表
彰
と
会
員
約

二
五
〇
人
が
集
う
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
共
に
、「
歳
末
助
け
合
い
展
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
四
は
、
機
関
誌
「
宇
部
文
連
」
を
発
行

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
た
め
に
、総
務
、研
修
、

機
関
誌
、
文
化
事
業
、
親
睦
、
社
会
奉
仕
の

六
つ
の
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
盟

事
務
局
は
、
発
足
以
来
、
宇
部
市
の
組
織
の

一
部
で
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら
、
連
盟
の
自

主
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
今
年
十
月
に
発
足

す
る
宇
部
市
文
化
創
造
財
団
と
の
連
携
と
近

隣
の
文
化
団
体
と
の
交
流
を
掲
げ
て
お
り
、

地
域
の
文
化
向
上
の
一
層
の
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
美
祢
市
文
化
協
会
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
に
、「
会
員
相
互

の
連
携
を
通
じ
て
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
も
っ

て
美
祢
市
文
化
の
振
興
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
、
旧
市
町
の
美
祢
市
文
化
連
盟
・
美
東
町
文
化
協
会
・

秋
芳
町
文
化
活
動
団
体
協
議
会
の
三
団
体
が
合
併
し
て
発
足
し
、
七
分

野
、
百
十
四
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
会
の
主
な
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
に
「
美
祢
市
生
涯
学
習
推

進
大
会
」
と
「
美
祢
市
文
化
祭
」
を
発
展
的
統
合
し
て
誕
生
し
た
、
生

涯
学
習
の
総
合
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
り
ま
す
十
一
月
開
催
予
定

の
「
美
祢
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
」、
毎
年
三
月
に
秋
吉
台
国
際
芸
術

村
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
参
加
や
、
加

盟
団
体
へ
の
活
動
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
協
会
は
、
発
足
し
た
ば
か
り
で
、
理
事
を
中
心
に
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
の
が
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
中

に
な
ん
と
か
会
報
誌
を
創
刊
し
よ
う
と
編
集
委
員
が
奮
闘
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
本
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
他
市
町
の
各
団
体
と
同
様
に
、
合
併
後
に

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
地
域
差
の
問
題
や
、
過
疎
化
等
の
問
題
が
文
化
活

動
の
大
き
な
支
障

と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
冒
頭
に

述
べ
ま
し
た
協
会

の
設
立
目
的
の
達

成
を
目
指
し
て
、

会
員
み
ん
な
が
心

を
一
つ
に
し
て
邁

進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
と
も
す
れ
ば
離
合
集
散
を
繰
り
返

し
、
中
々
継
続
し
た
活
動
が
見
ら
れ
な

い
「
演
劇
」
と
い
う
分
野
、
そ
ん
な
常

識
を
打
ち
破
っ
て
県
内
で
五
十
年
を
は

る
か
に
越
え
た
活
動
を
続
け
る
三
つ
の

ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
が
あ
り
ま
す
。
下
関

市
の
「
劇
団
海
峡
座
」、宇
部
市
の
「
劇

団
宇
部
芸
術
座
」
そ
し
て
岩
国
の
「
劇

団
の
ん
た
」
で
す
。
こ
の
３
劇
団
が
中

心
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
山
口
県
演

劇
祭
」
も
、
今
年
が
第
五
十
四
回
目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
団
が
毎
年
責
任

を
持
っ
て
、
じ
っ
く
り
練
っ
た
構
想
と
ベ
テ
ラ
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆

使
し
て
舞
台
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
岩
国
市
に
お
い
て
開
催
し
、「
劇
団
の
ん
た
」
が
さ
ね
と
う

あ
き
ら
作
、
山
崎
貴
司
演
出
に
よ
る
『
お
こ
ん
じ
ょ
う
る
り
』
と
い
う

民
話
劇
を
上
演
し
ま
す
。『
イ
タ
コ
の
婆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
居
つ
い
た

キ
ツ
ネ
の
お
こ
ん
は
、
病
気
を
治
す
じ
ょ
う
る
り
が
う
ま
い
。
ふ
た
り

は
助
け
合
い
な
が
ら
村
人
た
ち
の
わ
ず
ら
い
を
治
し
、
い
つ
ま
で
も
楽

し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
あ
る
と
き
、
お
城
の
殿
様
に

召
さ
れ
て
難
病
の
姫
を
助
け
る
お
役
に
つ
く
の
だ
が
…
』

　
歳
を
と
っ
た
イ
タ
コ
婆
さ
ま
と
不
思
議
な
力
を
持
つ
キ
ツ
ネ
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
心
温
ま
る
舞
台
が
展
開
さ
れ
る
第

五
十
四
回
山
口
県
演
劇
祭
は
十
二
月
一
日
（
日
）
十
四
時
か
ら
岩
国
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
山
口
県
演
劇
協
会
は
そ
の
組
織

も
小
振
り
で
は
あ
る
も
の
の
、
山
口
県
内
に
高
い
レ
ベ
ル
の
演
劇
環
境

が
存
在
し
て
い

る
現
実
を
大
切

に
、
そ
の
組
織

拡
大
や
後
継
者

の
育
成
な
ど
将

来
の
展
望
も
温

め
、
こ
れ
か
ら

も
努
力
を
続
け

て
ゆ
き
ま
す
。

●
会
長
　
松
本
百
合
雄

●
〒
７
５
５
―
０
０
４
８

宇
部
市
下
条
１
丁
目
１
―
９
　 

宇
部
市
小
串
庁
舎

宇
部
市
総
合
政
策
部
文
化
振
興
課
事
務
室
内

●
☎
０
８
０
―
１
６
４
７
―
２
２
４
２

●
会
長
　
田
本
　
幸
義

●
〒
７
５
９
―
２
２
１
２

美
祢
市
大
嶺
町
東
分
３
２
６
―
１

（
美
祢
市
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
内
）

●
☎
０
８
３
７
―
５
２
―
５
２
６
１

●
会
長
　
藤
谷
　
光
信

●
〒
７
４
１
―
０
０
７
１

岩
国
市
牛
野
谷
町
３
―
７
５
―
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
順
玄
方

●
☎
０
８
２
７
―
３
１
―
３
３
８
３

宇
部
文
化
連
盟

美
祢
市
文
化
協
会

山
口
県
演
劇
協
会

会員紹介｜よこがお
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。

創
　
　
立
　
　
昭
和
三
十
九
年

会
　
　
員
　
　
約
五
五
〇
名

会
　
　
長
　
　
久
保
　
　
敬

副 

会 

長
　
　
弘
兼
　
安
雄

事
務
局
長
　
　
萩
原
　
克
則

活
動
状
況

　
毎
年
一
回
「
山
口
県
歌
人
協

会
短
歌
大
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
全
県
内
よ
り
一
般
の
部

約
一
〇
〇
〇
首
、
児
童
生
徒
の

部
約
八
〇
〇
首
を
募
り
、
優
秀

作
品
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。
中

央
よ
り
講
師
を
招
聘
し
、
講
演

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
短
歌
へ
の
理
解
を
深
め
、
作
歌
に
励
み
、
豊
か

な
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
は
、
十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
に
下
松
市
民
交
流
拠

点
施
設
「
ほ
し
ら
ん
ど
　
く
だ
ま
つ
」
で
開
催
し
ま
す
。
平
成
二
十
六

年
は
、
五
十
周
年
記
念
大
会
で
、
以
下
の
共
催
と
し
ま
す
。

　
・
第
八
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

　
・
第
五
十
回
山
口
県
歌
人
協
会
山
口
県
大
会

　
・
第
十
七
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
全
中
国
短
歌
大
会

　
・
第
四
十
八
回
岩
国
市
民
文
化
祭
短
歌
大
会

　
同
時
に
、「
五
十
周
年
記
念
合
同
歌
集
」
を
編
纂
、
時
代
の
記
録
と

し
ま
す
。

【
設
立
】
昭
和
六
十
二
年
四
月
、
高
等
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
創
造
活

動
の
向
上
充
実
を
図
り
、
文
化
活
動
の
発
展
と
芸
術
文
化
の
振
興
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
自
然
科
学
専
門
部

と
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
専
門
部
が
加
わ
り
、
現
在
演
劇
、
器
楽
・
管

弦
楽
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

日
本
音
楽
、
吟
詠
剣
詩
舞
（
休
部
中
）、
美
術
・
工
芸
、
書
道
、
写
真
、

囲
碁
、
将
棋
、
放
送
、
文
芸
の
十
六
専
門
部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
県
内
の
公
立
・
私
立
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
後
期
課
程
を
含

む
）
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
並
び
に
高
等
部
を
設
置
し
て
い
る
特
別
支

援
学
校
で
す
。

【
活
動
】
◇
山
口
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
総
合
開
会
式
（
六
月
）

並
び
に
各
専
門
部
大
会
）
の
開
催
…
年
間
を
通
じ
て
、
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
◇
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
派
遣
…
国
内
最

大
の
高
校
生
の
文
化
の
祭
典
で
あ
る
、
全
国
高
校
総
文
祭
に
各
部
門
の

代
表
（
個
人
・
団
体
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
長
崎
大
会
に

二
十
七
校
・
二
三
六
名
の
生
徒
を
派
遣
し
ま
し
た
。
◇
自
主
事
業
…
音

楽
、
演
劇
な
ど
の
学
校
公
演
を
県
内
各
加
盟
校
を
対
象
に
実
施
…
年
間

七
〜
一
〇
公
演
。
◇
研
修
会
…
各
部
門
で
独
自
に
講
習
会
、
練
習
会
等

を
企
画
し
、研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。
◇
機
関
誌
等
の
発
行
…
集
録「
高

文
連
」、「
高
文
連
会
報
」
な
ど
を
発
行
し
、
全
加
盟
校
や
中
学
校
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。（
山

口
高
文
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.yam

aguchi-koubunren.
com
/

）
◇
表
彰
…
文
化
功
労
賞
、

優
秀
芸
術
文
化
賞
、
功
績
賞
、
優

秀
指
導
者
賞
◇
国
際
文
化
交
流
事

業
…
こ
れ
ま
で
に
「
韓
国
慶
尚
南

道
親
善
訪
問
文
化
交
流
演
奏
会

（
日
本
音
楽
・
合
唱
部
門
、
平
成

三
年
）「
山
口
県
高
等
学
校
吹
奏

楽
団
」
訪
中
親
善
演
奏
会
（
平
成

四
年
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在

は
諸
般
の
事
情
か
ら
休
止
し
て
い

ま
す
が
、
将
来
は
再
開
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
会
長
　
久
保
　
敬

●
〒
７
４
２
―
１
３
５
２

　
柳
井
市
伊
保
庄
４
９
４
７
　
萩
原
克
則
方

●
☎
０
８
２
０
―
２
２
―
０
１
１
８

●
会
長
　
西
村
　
佳
子

●
〒
７
５
３
―
０
０
４
３

山
口
市
宮
島
町
６
―
１

（
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
内
）

●
☎
０
８
３
―
９
３
２
―
０
０
３
２

山
口
県
歌
人
協
会

山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

　
当
連
盟
で
は
、
県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る
各
種

文
化
教
室
、
学
校
で
の
部
活
動
等
で
実
技
指
導
な

ど
を
行
う
講
師
（
指
導
者
）
を
紹
介
・
派
遣
し
、

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
で
は
、
毎
年
、
継
続

す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
専
門
家
に
よ
る
指
導
が
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・
①
申
込
み
（
利
用
者
）
→
②
講
師
紹
介
（
事
務

局
）
→
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
→
④
実

技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・
利
用
者
（
申
請
者
）
に
は
、
お
花
や
お
菓
子
な

ど
の
材
料
費
の
み
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
（
講

師
へ
の
謝
金
、
交
通
費
は
不
要
で
す
）

・
講
師
に
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一

回
の
指
導
に
つ
き
２
，０
０
０
円
（
税
額
控
除

後
）
と
交
通
費
の
実
費
を
支
給

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
口
県
文
化
連
盟

　
〒
７
５
３
―
８
５
０
１

　
山
口
市
滝
町
１
―
１

　
　
　
　
山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

★
随
時
講
師
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を

一
度
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

～
講
師（
指
導
者
）紹
介・派
遣
事
業
～

注目
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■山口県の文化芸術情報満載のホームページ「文化情報やまぐち」のアドレス

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/bunkajoho-yama/index.html

　　※「Google」「Yahoo!」等で　　　　　　　　　　で検索すると、簡単に
アクセスできます。

　文化情報やまぐちのホームページに掲載してあるエクセルの様式に必要事項
を入力して、メールで随時提出してください。毎月 20 日までに提出のあったも
のについては、翌月初旬にホームページにアップします。

■お問い合わせ・提出先
　山口県文化振興課
　　TEL：083-933-2610
　　FAX：083-933-4829
　　E-mail：bunka-joho@pref.yamaguchi.lg.jp

トピックス ＆ インフォメーション
● T o p i c s  &  I n f o r m a t i o n

山
口
県
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

を
通
じ
て
、
県
内
で
実
施
さ
れ
る
文
化
芸
術
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を
県
民
の
皆
様
に
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
貴
団
体
・
施
設
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内

等
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」
に
掲

載
し
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

表 彰

文化芸術の秋、文芸・音楽・美術など、山口県の文化に触れてみませんか。

文化情報やまぐち

平
成
二
十
五
年
度

文
化
・
芸
術
関
係
表
彰
者
の
皆
さ
ん

■
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

　
杉す
ぎ
や
ま山
久ひ
さ

子こ

さ
ん
（
文
芸
／
俳
句
）

　
岡お
か
も
と本
佳よ
し

子こ

さ
ん
（
美
術
／
金
工
）

（
平
成
二
十
五
年
十
月
末
現
在
）

■
地
域
文
化
功
労
者
表
彰（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

　
中な
か
む
ら村
石せ
き
し
ゅ
う
秋
さ
ん
（
芸
術
文
化
）

　
別べ
っ
ぷ府
念ね
ん
ぶ
つ仏
踊お
ど
り

保
存
会
（
文
化
財
保
護
）

■ 第７回山口県総合芸術文化祭分野別フェスティバル（11 月、12 月）
行　事　名　（主催者） 開　催　日 場　　所

第 50 回山口県俳句大会　　　　　　（山口県邦楽連盟） 11/23（土・祝） 周南市民館　　　　　　　　（周南市）

’13 やまぐち県詩祭　　　　　　　（山口県詩人懇話会） 11/23（土・祝） ホテルサンルート徳山　　　（周南市）

第 49 回山口県歌人協会短歌大会　　（山口県歌人協会） 11/24（日） ほしらんど くだまつ　　　  （下松市）

第 54 回山口県演劇祭　　　　　　　（山口県演劇協会） 12/ 1（日） 岩国市民会館　　　　　　　（岩国市）

第 16 回やまぐち創作文芸大会　　（山口県創作懇話会） 12/ 7（土） 宇部市立図書館　　　　　　（宇部市）

第 58 回山口県交響楽団演奏会　　　（山口県交響楽団） 12/ 8（日） アスピラート　　　　　　　（防府市）

第 41 回山口県芸術演奏会　　　　　（山口県音楽協会） 12/15（日） シンフォニア岩国　　　　　（岩国市）

第 12 回山口県和太鼓の祭典　　   （山口県和太鼓連盟） 12/15（日） 山口南総合センター　　　　（山口市）

第 37 回全日本アンサンブルコンテスト山口県大会
（山口県管楽アンサンブル連盟）

12/15（日）、
26（木）、27（金） 山陽小野田市文化会館（山陽小野田市）

■ 県立美術館
企画展名 期　　間 内　容

大本山増上寺秘蔵
五百羅漢図展

10/10（木）～
12/ 8（日）

狩野一信の篤い信仰心と情熱により生み
出された、緻密にして独創的で迫力に満
ちた極彩色の世界を紹介

第 67 回
山口県美術展覧会

平成 26 年 3/13（木）
～ 3/30（日）

67 回目の開催となる全国的にも独創的
で評価の高いノンジャンルの公募展

■ 萩美術館・浦上記念館
企画展名 期　　間 内　容

フランス印象派の
陶磁器展

10/ 8（火）～
11/24（日）

印象派絵画や日本美術を手本とした新た
な技法を取り入れ発展を遂げたフランス
陶磁器の創造の時代を紹介

萩大賞展Ⅲ 平成 26 年 1/2（木）
～ 2/2（日）

3 回目の開催となる本県の文化資源であ
る「陶芸」をテーマとした公募作品展
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よ
う
な
美
し
い
舞
の
中
で
、
パ
ー

テ
ィ
ー
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
当
連
盟
の
名
誉
会
長
に

ご
就
任
い
た
だ
い
た
山
本
知
事
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
語
り
合
っ

た
り
情
報
交
換
を
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
ら
れ

る
な
ど
、
賑
や
か
で
盛
大
な
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
県
洋
舞
連
盟
の
加
藤
理

事
長
や
日
本
舞
踊
連
盟
山
口
県
支
部

の
坂
東
相
談
役
を
は
じ
め
と
す
る
女

性
達
の
万
歳
三
唱
で
締
め
く
く
り
、

こ
れ
か
ら
の
文
化
芸
術
の
振
興
発
展

に
向
け
、
参
加
者
一
同
が
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
理
事
会
及
び
総
会
を
六
月
四
日
（
火
）
に
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
（
山
口
市
）
で
開
催
し
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

　
平
成
二
十
四
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
、
地
域
の
文
化
芸
術
活

動
支
援
事
業
〈
講
師
の
派
遣
〉
、
会
報
の
発
行
等
（
一
般
会
計
事

業
）
、
第
六
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
事
業
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
事
業
（
特
別
会
計
事
業
）
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

◇
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　
事
業
計
画
と
し
て
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
〈
講
師
の

派
遣
〉
、
会
報
の
発
行
等
（
一
般
会
計
事
業
）
の
実
施
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

◇
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
早
川
副
会
長
、
田
中
理
事
の
御
逝
去
と
松
井
理
事
の
辞
任
に
伴

い
、
後
任
の
理
事
と
し
て
、
宮
本
歌
千
穂
氏
（
山
口
県
邦
楽
連
盟
会

長
）
、
陶
山
祐
二
氏
（
山
口
県
詩
人
懇
話
会
会
長
）
、
西
村
佳
子
氏

（
山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
会
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
美
祢
市
文
化
協
会
が
新
た
に
入
会
さ
れ
、
当
連
盟
の
正
会
員
は

六
十
三
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
当
連
盟
の
会
員
と
本
県
の
文
化
芸
術
の
振
興
発
展

に
御
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
、
文
化
芸
術
の

愛
好
家
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
恒
例
の
「
文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
舞
踊
協
会
山
口
県
支

部
の
皆
様
に
、
長
唄
「
錦
帯
橋
の
四
季
」
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

錦
帯
橋
を
背
景
に
、
桜
の
花
が
舞
い
散
る
情
景
が
浮
か
ん
で
く
る

報
告

〜
平
成
25
年
度
の
取
組
〜

理
事
会
及
び
総
会
を
開
催

正
会
員
の
新
規
入
会
に
つ
い
て

文
化
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

名誉会長 山本繁太郎 山口県知事

顧問 柳居　俊学 山口県議会議長

会長 上田　俊成 長門文化協会顧問

副会長 野村　忠司 下関市文化連合会会長

副会長 加藤　燿子 山口県洋舞連盟理事長

理　事 藤麻　　功 柳井文化連盟顧問

理　事 吉村　德昌 周南文化協会会長

理　事 松原　　清 山口文化協会会長

理　事 中村　克衛 山陽小野田市文化協会会長

理　事 重広　昭雄 山口県吹奏楽連盟顧問

理　事 宮本歌千穂 山口県邦楽連盟会長

理　事 陶山　祐二 山口県詩人懇話会会長

理　事 西村　佳子 山口県高等学校文化連盟会長

理　事 大野　和規 山口県中学校文化連盟会長

監　事 末貞　収一 （公財）山口市文化振興財団常務理事

監　事 三吉　忠光 （財）岩国の文化を育てる会会長
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七
歳
か
ら
始
め
た
日
本
舞
踊
は
、
私

に
と
っ
て
人
生
の
道
標
と
言
え
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
に
導
い
て
く
れ
た
道
は
、
大

き
く
分
け
る
と
二
つ
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、「
芸
の
道
の
極
み
を
突
き
詰

め
た
い
」
と
い
う
自
分
自
身
の
可
能
性

を
模
索
す
る
道
で
す
。も
う
一
つ
は
、「
踊

る
楽
し
さ
を
た
く
さ
ん
の
人
と
分
か
ち

合
い
た
い
」
と
い
う
社
会
を
意
識
し
た

志
向
で
す
。

　
後
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

二
〇
〇
六
年
八
月
、
日
豪
交
流
年
記
念

行
事
の
一
環
と
し
て
、
日
本
か
ら
佳
寿

広
会
十
五
名
が
参
加
し
た
と
き
の
出
来

事
で
す
。

　
そ
こ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
ゴ
ー

ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
あ
る
名
門
私
立
小
学

校
。
小
さ
な
可
愛
い
子
ど
も
た
ち
数
百

人
が
上
臈
絵
巻
の
豪
華
な
衣
装
と
踊

平
成
二
十
五
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
に
御
入
会
い
た
だ
い
た
賛
助
会
員
の
皆
様

で
す
。

●
個
人
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
秋
本
　
浩
之
（
山
口
市
）　
　
　
　
井
上
　
　
洋
（
山
口
市
）

　
遠
藤
　
德
吉
（
山
口
市
）　
　
　
　
金
井
　
道
子
（
下
松
市
）

　
木
原
　
寶
心
（
山
口
市
）　
　
　
　
熊
谷
　
宗
圓
（
岩
国
市
）

　
黒
田
　
節
子
（
下
関
市
）　
　
　
　
神
代
　
祥
男
（
山
口
市
）

　
田
中
　
米
吉
（
山
口
市
）　
　
　
　
富
永
　
鳩
山
（
防
府
市
）

　
中
村
　
克
衛
（
山
陽
小
野
田
市
）　
花
柳
　
由
蝶
（
山
陽
小
野
田
市
）

　
福
永
　
茂
藏
（
長
門
市
）　
　
　
　
藤
麻
　
一
三
（
柳
井
市
）

　
大
和
　
　
努
（
山
口
市
）　
　
　
　
大
和
　
保
男
（
山
口
市
）

　
山
本
　
宣
幸
（
周
南
市
）　
　
　
　
若
柳
吉
冬
貴
（
防
府
市
）

●
団
体
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

池
坊
山
口
県
連
合
支
部（
周
南
市
）　
有
限
会
社
西
京
ス
テ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
山
口
市
）　
幸
之
会（
周
南
市
）　
下
関
市
い
け
ば
な
連
合
会（
下
関
市
）　
Ｂ

Ａ
Ｋ
Ｕ
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ
ス（
山
口
市
）　
医
療
法
人
ひ
ろ
や
ま
内
科（
下
関
市
）　

芳
美
会（
防
府
市
）　
株
式
会
社
山
口
銀
行（
山
口
市
）　
山
口
商
工
会
議
所（
山

口
市
）　
山
彦
俳
句
会（
下
松
市
）　
リ
リ
カ
・
ヴ
ォ
カ
ー
レ（
周
南
市
）

※
御
本
人
の
御
了
解
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
お
名
前
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
今
年
三
月
に
「
や
ま
ぐ
ち
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
を
は
じ
め
、
文
化
芸
術
の

振
興
に
関
す
る
諸
施
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
連

盟
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
度
は
、
分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
十
九
団

体
が
県
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
山
口
県
の
文
化

力
の
向
上
の
た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
口
県
文
化
連
盟
の
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
賛
助
会
員
（
個
人
又
は
団
体
）

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
　
一
口
　
五
，〇
〇
〇
円

＊
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
会
報
、
そ
の
他
文
化
情
報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

＊
入
会
受
付
は
随
時
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
期
間
は
入
会
日
か
ら
そ
の
事
業

年
度
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
定
の
入
会
申
込
書
兼
振
込
書
に
て
年
会
費
の
お
振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

賛
助
会
員
の
皆
様

賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

り
に
目
を
見
張
っ
て
観
て
い
た
と
こ
ろ

ま
で
は
筋
書
き
通
り
で
し
た
。

　
公
演
が
大
喝
采
の
う
ち
に
終
了
し
、

私
た
ち
は
舞
台
を
下
り
て
子
ど
も
た
ち

の
中
に
入
っ
て
輪
を
つ
く
り
ま
し
た
。

私
が
易
し
く
振
り
付
け
た
踊
り
を
み
ん

な
で
踊
る
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

は
、
シ
モ
ノ
セ
キ
の
、
日
本
の
異
文
化

に
直
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
狂
喜
の
ど

よ
め
き
。
一
生
懸
命
に
私
た
ち
の
真
似

を
し
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
ほ
ぼ
全
員

が
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
の
手
に
触
れ
、

顔
を
寄
せ
て
何
か
話
し
か
け
て
く
れ
る

可
愛
い
声
。
私
も
興
奮
の
絶
頂
に
い
ま

し
た
。
国
際
交
流
は
、
言
葉
が
流
暢
に

話
せ
な
く
も
踊
り
を
通
じ
て
意
思
疎
通

が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

「
ヨ
シ
、こ
れ
を
や
り
た
い
。日
本
で
も
。」

と
強
く
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
地
元
下
関
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
芸

能
指
導
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
毎
年
五
月
三
日
の
先
帝
祭
上

臈
行
列
に
出
演
す
る
子
ど
も
や
若
者
達

に
流
派
を
超
え
て
指
導
す
る
も
の
で
す
。

先
帝
祭
本
番
ま
で
の
一
ヶ
月
の
間
、
稽

古
に
励
む
使
命
感
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

達
、
若
者
達
の
輝
く
眼
差
し
を
見
る
と

元
気
が
で
ま
す
。

　
私
は
、
近
い
将
来
、
小
学
校
で
日
本

舞
踊
が
必
修
科
目
と
し
て
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
下
関

で
は
、
文
関
小
学
校
で
放
課
後
に
日
本

舞
踊
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
下
関
市
立

大
学
で
も
日
本
舞
踊
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

頼
も
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
芸
能
を
伝
承
し
、
誇
り
を
も
っ
て
後

世
に
伝
え
て
い
く
に
は
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
各
流
派
を

超
え
た
可
能
性
を
探
る
こ
と
と
信
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。
私
も
微
力
な
が
ら
試
行

錯
誤
し
、
光
明
を
探
し
当
て
て
い
く
覚

悟
で
す
。

文
化
の

小
径

次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

日本舞踊協会山口県支部支部長

花柳 佳寿広 氏

編
集
後
記

申
込
方
法
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